
第48回大分県人権･部落差別解消教育研究大会ならびに第48回大分県人権･部落差別解消教育研究大会ならびに
第11回大分県人権･部落差別解消保育研究集会第11回大分県人権･部落差別解消保育研究集会

記 念 講 演
【演目】　へ　こ　た　れ　へ　ん　～ 人はきっとつながれる ～
【講師】　松村　智広 さん（みえ人権教育・啓発研究会　代表）
　1957年三重県伊賀市に生まれる。1981年三重県伊賀市立中学校教員となる。その後、三重県人権センター
調査研究員、（公財）反差別・人権研究所みえ（ヒューリアみえ）主任研究員、三重県教育委員会人権教育課長、
伊賀市立大山田中学校長を務め、2018年に定年退職。2021年までライトピアおおやまだ(伊賀市隣保館)館長。
現在、みえ人権教育・啓発研究会代表。
　この間、大阪教育大学大学院へ同和教育で内地留学（森　実先生に師事）し、大阪教育大学講義内講師、三重
県同和問題啓発講師団講師、三重県生涯学習講師団講師、四国学院大学非常勤講師、部落解放・人権大学講師、
三重県人権大学講師、三重県人権教育教材作成委員、いじめ問題相談員などを歴任した。
　著書に、「『同和』教育する人、この本とーまれ！」、「明日かがやく」（共著）、「あした元気になあれ」「続・あ
した元気になあれ」「だまってられへん」「へこたれへん」がある。そのほか、雑誌「部落解放」や「ヒューマン
ライツ」（解放出版社）、「解放教育」（明治図書）等に論文を多数投稿してきた。
　また、三重県制作・同和問題啓発映画「谷間に吹く風」、「同和問題の解決のために」、日本テレビ系列「ドキュ
メント99『架からぬ橋』～部落差別は今～」、メディア総合研究所制作ビデオ「あした元気になあれ」、「主語で
語る人権教育」などに出演し、全国人権・同和教育研究大会では、全体会地元特別報告や特別分科会講演を務め
てきた。

そ　の　他
（1）「駐車場」について
　○ １日め全体会参加者につきましては、駐車場の駐車券をお渡ししません。周辺の駐車場もしくは公共交通機関
のご利用をお願いします。

　○ ２日めの分散会につきましては、会場ごと駐車場を準備しているため、駐車券は発券しません。
　○ 参加会場ごとの駐車場については、各地区研究会の代表者にお伝えします。

（2）「受付」について（事前申込）
　○ 大会１日めは、Ａ票　全体会／大会資料引換券を提出してください。
　○ 大会２日めは、Ｂ票を提出してください。
　○ 両日とも、事前に参加券に必要事項を記入して、提出をお願いします。
　○ 当日参加の方は、当日参加専用の受付で手続きください。
　○ 車椅子利用の方の席を準備しております。受付でお声をかけてください。

◆主催　　公益社団法人大分県人権・部落差別解消教育研究協議会
　　　　　大分県人権・部落差別解消保育連絡協議会
◆共催　　大分市　大分市教育委員会　HF2026実行委員会
◆後援　　 朝日新聞大分総局 / 一般財団法人大分県教育会館 / 一般財団法人大分県私学協会 / 一般社団法人大分

県身体障害者福祉協会 / NHK大分放送局 / 大分県 / 大分県教育委員会 / 大分県教職員組合 / 大分県
高等学校教職員組合 / 大分県高等学校PTA連合会 / 大分県公立高等学校教職員組合 / 大分県国公立幼
稚園・こども園会 / 大分県市長会 / 大分県市町村教育長協議会 / 大分県児童養護施設協議会 / 大分県
小学校長会 / 大分県商工会議所連合会 / 大分県商工会連合会 / 大分県中学校長会 / 大分県町村会 / 大
分県農業協同組合中央会 / 大分県PTA連合会 / 大分県保育連合会 / 大分県立学校長協会 /大分県隣保
館連絡協議会 / 大分合同新聞社 / OAB大分朝日放送 / OBS大分放送 / 学校法人平松学園大分短期大
学 / 学校法人溝部学園別府溝部学園短期大学 / 株式会社エフエム大分 / 公立大学法人大分県立芸術文
化短期大学 / 国立大学法人大分大学 / 社会福祉法人大分県社会福祉協議会 / 社会福祉法人大分県聴覚
障害者協会 / 社会福祉法人大分県盲人協会 / TOSテレビ大分 / 同和問題に取り組む大分宗教者教団連
絡協議会 / 大分工業高等専門学校 / 西日本新聞社 / 日本文理大学 / 東九州短期大学 / 部落解放共闘大
分県民会議 / 部落解放同盟大分県連合会 /別府大学・別府大学短期大学部 / 毎日新聞社 / 読売新聞西
部本社 / 立命館アジア太平洋大学

 ※五十音順に紹介（全48団体後援予定）

ヒューライツフォーラム2026ヒューライツフォーラム2026
開催のご案内開催のご案内 （最終案内）（最終案内）

大会テーマ  差別の現実から深く学び、生活を高め、
 　　　　　　　　　未来を保障する教育を確立しよう
地元テーマ  誰もが幸せになれる未来を創る　これまでも　そして　これからも
 　～あなたもわたしも　大切にされるまち　おおいた～

と　　　き  2026年10月23日（金）・24日（土）

と　こ　ろ  （全体会）J:COM ホルトホール大分
 　　　　　　　大分市金池南一丁目５番１号
 （分散会）大分市内中学校・高校、はさま未来館大研修室の14会場

資　料　代  3 , 5 0 0 円

大 会 日 程

開会行事（予定）
　１ 開会のことば　 ２ 主催者あいさつ（県人教）　 ３ 共催者あいさつ（大分市）
　４ 実行委員長あいさつ　 ５ 来ひん代表あいさつ　 ６ 来ひん紹介　 ７ 理事・監事紹介　 ８ 閉会のことば

ヒューライツミュージアム 　地元の取り組みを展示

ヒューライツステージ 　大分県立大分西高校　演劇部
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分 散 会
実践報告 片付け

　公益社団法人大分県人権・部落差別解消教育研究協議会は、2004年以降県内に広く人権文化を根づかせていくた
め、各地持ちまわり、輪番制で、ヒューライツフォーラムとして発信していくこととしました。本年度は大分市・由布
市での開催となります。ヒューライツフォーラムでは県内各地の学校や地域での人権確立をめざした実践について学び、
一人ひとりが自らの実践を振り返る機会をもつことで、人権意識の向上や人権のまちづくりを進めています。
　また、2016年に「フォーラム人権のまちづくり」が、2018年に「大分県人権・部落差別解消保育研究集会」がそ
れぞれヒューライツフォーラムに合併し、複数の大会・集会を統合して開催することになりました。このことにより、
部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向けてより多くのなかまと共有していけるように、乳幼児期から学校教育・
社会教育に至るまでの進路・学力保障の取り組みを通して、実践から学び合える場づくりを保障しています。



分科会
区分

分散会
番号 報　告　者 報　　告　　内　　容 会場施設
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1

大分（義務制）
小松　真子
宗方幼稚園

「おはよう」　～いとさんとのかかわりから学んだこと～
入園当初より表情がかたく、改まった場面での表現に難しさを抱えていたいとさん。園全体で同じ思
いでかかわってきた。いとさんとのかかわりを通して、幼児教育はすべて人権教育につながっている
と改めて痛感した実践の報告。 稙田西中学校

森山　資典
熊本県人権教育
研究協議会会長

演題「『乳幼児期からの人権のまちづくり』～孤独育てからなかま育てに～」にて講演。

２ 

教
育
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創
造

2

中津（義務制）
後田　大貴
大幡小学校

安心できる居場所づくりをめざして
教室にはいることが難しかったAさんに、悩みながら本人の安心感を大切にした支援を継続した。学
校全体や保護者との連携による居場所づくりを通して見られたAさんの成長と、自分自身の学びにつ
いて報告する。

明野中学校大分（義務制）
久野　基行・大野　舞
大分市教育センター
／佐賀関中学校

「卒業まで、その先も、この5人となかまでいたい」 
入学当初、なかまのことを知ったつもりになっていて、何事にも無関心だった６人。お互いのことを
知ろうとし、自分も相手も大切にするためには、どうしたらよいのかについて考え、取り組んだ実践
報告。

3

速見（義務制）
髙瀬　祐子
豊岡小学校

「俺の気持ちなんか、誰にもわかるわけがねえ」 
教室を飛び出し、校舎内を逃げ回るA。「俺の気持ちなんか、誰にもわかるわけがねえ」と叫ぶAへの
対応を模索する日々。Aのきつさや困りを受けとめ、Aが心穏やかに過ごせる環境づくりに取り組んだ
実践。

判田中学校
津久見（義務制）
薬師寺　卓
保戸島中学校

「変える」のではなく「寄り添う」へ　極小規模特認校での取り組み
「いつも自分のせいにされる」と感じていた生徒との関わりを通して、その思いに寄り添いながら自己
表現と仲間づくりを支えた実践である。安心して思いを語れる関係づくりの重要性についての報告。

4

豊後高田（義務制）
山崎　裕子
田染小学校

子どもが安心して登校できる環境づくりをめざして 
学校に行きづらくなったAさんに対し、安心できる環境づくりや得意な教科から学びに参加できる支
援を行った。一人ひとりの思いや個性を尊重した関わりを通して、登校意欲や自分の思いを伝える力
の変容について報告する。

稙田南中学校
玖珠（義務制）
安部　魁斗
くす星翔中学校

クラスのなかま全員が過ごしやすいクラスに 
中学校に入学し、いろいろな小学校から来たメンバーで過ごす中で、生徒同士の関わり方に着目した
実践である。くす星翔中学校での独自の取り組みであるクラスの人権宣言を考える際の出来事や日々
の積み重ねを記している。

５

日田（義務制）
山村　直子
大明小学校

「先生，今は言わない方がいいよ」 
配慮を必要とする児童Aさんに対する、日常や運動会の練習の取り組みの中で、Aさんに対する自分
の意識を見つめ直し、子どもたちどうしの関わりを尊重していくことで、Aさんの周りの子たちの思
いや、その変容にも気づくことができた実践。

原川中学校
久大地区（高校）
糸永　伸哉
日田林工高校

「進撃の人権学習」～人権通信と外部講師を活用した、人権意識と自尊感情向上の取り組み～
日田林工高校での、漫画「進撃の巨人」や各種外部講師との対話を活用した人権学習の実践報告。生
徒の興味に寄り添うカリキュラム再編や通信発行により、９割以上の生徒が学びを実感し、日常の意
識変容に繋がる成果を得た。

３ 
自
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6

宇佐（義務制）
岡本　徳子
北馬城小学校

「挑戦することができましたか…自分自身に◎」～子どもの言動の向こう側に思いを馳せる～
上手くいかないとなげやりになり、自分を認められないでいたAさん。学級活動・児童会活動を通し
て友だちとつながり合い、安心して過ごせるようになったことをきっかけに、自分を認められるよう
になった実践の報告。

大東中学校
臼杵（義務制）
諸富　裕美
下南小学校

「みんなに言われたこと、うれしかったです」～安心してすごせる学級づくりをめざして～
「みんなに言われたこと、うれしかったです。」たった一言だけれど、Ａさんの照れた笑顔は印象的だっ
た。学級の中で威圧的な態度をとり、すぐに暴力をふるう。そんなＡさんと周りの子どもたちの関わ
り方を見つめました。

7

佐伯（義務制）
森　文香
渡町台小学校

「先生、今ならお話できそう」～『思い込み』から『寄り添い』へ～
言葉で伝えることが苦手な支援学級の２年生A。Aの行動の背景にある思いを教師や子どもたちが考え
続ける中で、Aへの見方がこわい存在から『大切な仲間』へと変容し、A自身の生きづらさも改善に向
かい始めた実践。

稙田東中学校
竹田（義務制）
後藤　絵里
竹田小学校

『竹田小学校にも人権宣言が欲しい！』～一人ひとりが自分らしく輝ける学校創り～
みんなが主役、全校で輝きたいと児童会活動にとりくんでいた子どもたち。他校に「人権宣言」があ
ることを知り、自分たちの学校でもみんなで大切にしたい約束を、想いを重ね合いながらつなぎ合わ
せ創り上げていった報告。

8

豊後大野（義務制）
山田　真
朝地小学校

一人ひとりが大切にされる学級をめざして 
入学時より単学級であるため、学級集団における人間関係の固定化、思いはあるのに表現できない子
どもたちがいる。学級一人ひとりが互いのよさを認め合い、自他を尊重できる集団をめざして取り組
んだ日々の実践報告。

大分上野丘高校
別府地区（高校）
古田　裕也
別府翔青高校

担任１年目のまとめ  ～対話、支援、そして２年目～
新米担任が直面した生徒支援の現実とクラスの課題。これらの「困り」を構造的に捉え直し、担任と
生徒が一体となって課題解決に取り組み、互いを尊重しあえる温かいクラスを構築していく過程を報告。

分科会
区分

分散会
番号 報　告　者 報　　告　　内　　容 会場施設
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9

くにさき（義務制）
滝口　敦子
富来小学校

小さなサインに気づきその子の困りに寄り添いたい 
こだわりが強く周囲から浮いていたまことさんの困り感に寄り添い、心情をクラスに共有しました。
その結果、周囲の応援や誘い合いが生まれ、関係性が改善し、学習や生活へ意欲的に取り組む姿へと
変容しました。

大分工業高校
大分地区（高校）
大石　惠子

大分工業高校定時制

少人数教育の強みを生かした生徒支援の取り組み
定時制高校に求められるニーズは従来と比べて変化しており、生徒の実態も大きく変容している。こ
のような状況を踏まえ、生徒の実態に即した支援の在り方を模索した取り組みについて報告する。

10

杵築（義務制）
荒金　良作
山香中学校

学習支援を必要としている生徒への寄り添い方 
Aさんは自分の気持ちを表現することが苦手で口数も少ない。学習に向かう姿勢も消極的で、１年次
はいつも課題に追われ、やらされる学習が続いていた。この状況を変えたいと考え、Aさんの気持ち
をゆっくりと聞き、どんな困り感をもっており、どう寄り添えばいいのかを学年で相談し実践した。

東陽中学校
別府（義務制）
小谷　洋介
南小学校

Ａさんの困りを通して私が学んだこと  ～自分ですることの大切さに気づいたAさんの姿から～
二分脊椎のAさんは、宿泊学習や日々の活動を通して「自分でできること」を増やし、少しずつ自信
と主体性を育てていく。Aさんの成長のためにめざす姿は何か、教員としてどうかかわるべきか、悩
みながら取り組んだ実践。

11

宇高地区（高校）
田野﨑　俊太
宇佐高校

初めて担任をして 
「できないのは本人の甘え」という偏見を持っていたが、無気力な生徒との関わりを通して背景や自己
肯定感の低さを理解した。寄り添い支援する伴走型指導へ転換し、生徒理解と心理的安全性を重視す
る学級経営を目指すようになった。

大分雄城台高校
豊肥地区（高校）
渡邉　晴也
稲葉学園高校

多様な背景を持つ生徒への学習支援 ～単位制クラスにおける学習保障の実践～
昨年度、多様な背景から転校・転籍してきた生徒が集まる単位制クラスの担任を務めました。本レポー
トでは、生徒一人ひとりの事情に寄り添い、安心できる居場所と学びを届ける「本校ならでは」の支
援や学力保障の取り組みについて報告します。

12

中津地区（高校）
山香　康
中津北高校

「進路希望はない。私の目標は高校を卒業すること」
～ Aとの出会いを通して、「進路保障」を考える～
Aは卒業年次の私のクラスの生徒だ。このレポートはAが自身の卒業・進路決定に伴い保護者や自分
と向き合った記録であり、現在のAの思いを基に私自身の取り組みを振り返る報告である。 大分豊府高校

県南地区（高校）
甲斐　崇浩
佐伯豊南高校

周囲の理解とサポートの力  ～Aさんとの関りを通して～
中学時代は通級教室で過ごしていた自閉症スペクトラム障害の生徒が、祖母の願いを受け全日制高校
へ進学。心身の大きな負担に直面しながらも、学校側の配慮やサポートに支えられ、高校を卒業した
軌跡。

５ 

学
習
・
啓
発
・
ま
ち
づ
く
り

13

国速杵地区（高校）
高橋　直孝
杵築高校

性の多様性についての取り組み  ー制服検討委員会とＬＧＢＴＱ－
人口の５～７％程度がＬＧＢＴＱなどの性的マイノリティであると言われていますが、社会や学校で
の対応は遅れています。性的マイノリティの生徒たちの悩みの解決に向けての取り組みの一部を紹介
します。 はさま未来館

大研修室由布（義務制）
永松　千春・杉本　恭子
挾間中学校

「自分を生きる」を支える学びの５年間の軌跡  ～段階的・教科横断的「HASAMAモデル」の形成～
標準服導入の背景にここまでの教育実践があった。ある生徒との出会いから性の多様性を構造の問題
として捉え、研修・授業・対話を積み重ねた学校文化変容のプロセスと実践の過程で生まれた
HASAMAモデルを共に考える。

14

佐伯（社会教育）
清水　昌和

佐伯市じんけん「協働」
ネットワーク会議

「自分を語る会」の取り組み  ～HF佐伯大会からつながる「人権のまちづくり」への参画～
昨年度行ったHF佐伯大会の成果と課題を整理し、佐伯市じんけん「協働」ネットワーク会議の方向性
を考え、取り組んでいる実践。その中で、「自分を語る会」の継承を受け継いできた実践。

城東中学校大分（社会教育）
羽田野　真代
大分市教育委員会
社会教育課

大分市教育委員会　社会教育課の人権フェスティバルの取組について 
大分市では、あらゆる差別の解消を図る意欲と実践力をもった市民の育成を目的に、年間を通じてお
おいた人権フェスティバルを開催している。中心市街地等での啓発活動や人権講演会、人権作品コンクー
ル等の取組について報告する。

★会場利用について
　・常時換気等を心がけていますので、温度の変化に対応できる服装でご来場ください。
　・ 各施設には、主催者よりスリッパ等の貸出を取りやめていただいています。13分散会以外は、上履きをご持参ください。
　・ 分散会会場の近くにお店が少ない場合もありますので、事前に昼食の準備をお願いします。会場での弁当の販売も行いません。

★分散会会場について
　・ 分散会会場間の移動は認めていません。事前に申し込まれた分科会での学びの場づくりにご協力ください。
　・靴や傘等は、ビニール袋を準備しますので、各自で保持してご参加ください。
　・ 子どもたちの学びの場や市民の集いの場を会場としてお借りしていますので、ゴミは各自でお持ち帰りください。
　・片付けにもご協力いただけますと幸いです。

【お問い合わせ先】
公益社団法人 大分県人権・部落差別解消教育研究協議会

《住所》〒870-0951　大分市下郡496-38　大分県教育会館２階　　《電話》097-556-1012

HF2026　分科会分散会一覧表HF2026　分科会分散会一覧表



分科会
区分

分散会
番号 報　告　者 報　　告　　内　　容 会場施設

１ 

乳
幼
児
期

1

大分（義務制）
小松　真子
宗方幼稚園

「おはよう」　～いとさんとのかかわりから学んだこと～
入園当初より表情がかたく、改まった場面での表現に難しさを抱えていたいとさん。園全体で同じ思
いでかかわってきた。いとさんとのかかわりを通して、幼児教育はすべて人権教育につながっている
と改めて痛感した実践の報告。 稙田西中学校

森山　資典
熊本県人権教育
研究協議会会長

演題「『乳幼児期からの人権のまちづくり』～孤独育てからなかま育てに～」にて講演。

２ 

教
育
の
創
造

2

中津（義務制）
後田　大貴
大幡小学校

安心できる居場所づくりをめざして
教室にはいることが難しかったAさんに、悩みながら本人の安心感を大切にした支援を継続した。学
校全体や保護者との連携による居場所づくりを通して見られたAさんの成長と、自分自身の学びにつ
いて報告する。

明野中学校大分（義務制）
久野　基行・大野　舞
大分市教育センター
／佐賀関中学校

「卒業まで、その先も、この5人となかまでいたい」 
入学当初、なかまのことを知ったつもりになっていて、何事にも無関心だった６人。お互いのことを
知ろうとし、自分も相手も大切にするためには、どうしたらよいのかについて考え、取り組んだ実践
報告。

3

速見（義務制）
髙瀬　祐子
豊岡小学校

「俺の気持ちなんか、誰にもわかるわけがねえ」 
教室を飛び出し、校舎内を逃げ回るA。「俺の気持ちなんか、誰にもわかるわけがねえ」と叫ぶAへの
対応を模索する日々。Aのきつさや困りを受けとめ、Aが心穏やかに過ごせる環境づくりに取り組んだ
実践。

判田中学校
津久見（義務制）
薬師寺　卓
保戸島中学校

「変える」のではなく「寄り添う」へ　極小規模特認校での取り組み
「いつも自分のせいにされる」と感じていた生徒との関わりを通して、その思いに寄り添いながら自己
表現と仲間づくりを支えた実践である。安心して思いを語れる関係づくりの重要性についての報告。

4

豊後高田（義務制）
山崎　裕子
田染小学校

子どもが安心して登校できる環境づくりをめざして 
学校に行きづらくなったAさんに対し、安心できる環境づくりや得意な教科から学びに参加できる支
援を行った。一人ひとりの思いや個性を尊重した関わりを通して、登校意欲や自分の思いを伝える力
の変容について報告する。

稙田南中学校
玖珠（義務制）
安部　魁斗
くす星翔中学校

クラスのなかま全員が過ごしやすいクラスに 
中学校に入学し、いろいろな小学校から来たメンバーで過ごす中で、生徒同士の関わり方に着目した
実践である。くす星翔中学校での独自の取り組みであるクラスの人権宣言を考える際の出来事や日々
の積み重ねを記している。

５

日田（義務制）
山村　直子
大明小学校

「先生，今は言わない方がいいよ」 
配慮を必要とする児童Aさんに対する、日常や運動会の練習の取り組みの中で、Aさんに対する自分
の意識を見つめ直し、子どもたちどうしの関わりを尊重していくことで、Aさんの周りの子たちの思
いや、その変容にも気づくことができた実践。

原川中学校
久大地区（高校）
糸永　伸哉
日田林工高校

「進撃の人権学習」～人権通信と外部講師を活用した、人権意識と自尊感情向上の取り組み～
日田林工高校での、漫画「進撃の巨人」や各種外部講師との対話を活用した人権学習の実践報告。生
徒の興味に寄り添うカリキュラム再編や通信発行により、９割以上の生徒が学びを実感し、日常の意
識変容に繋がる成果を得た。

３ 

自
主
活
動
・
な
か
ま
づ
く
り

6

宇佐（義務制）
岡本　徳子
北馬城小学校

「挑戦することができましたか…自分自身に◎」～子どもの言動の向こう側に思いを馳せる～
上手くいかないとなげやりになり、自分を認められないでいたAさん。学級活動・児童会活動を通し
て友だちとつながり合い、安心して過ごせるようになったことをきっかけに、自分を認められるよう
になった実践の報告。

大東中学校
臼杵（義務制）
諸富　裕美
下南小学校

「みんなに言われたこと、うれしかったです」～安心してすごせる学級づくりをめざして～
「みんなに言われたこと、うれしかったです。」たった一言だけれど、Ａさんの照れた笑顔は印象的だっ
た。学級の中で威圧的な態度をとり、すぐに暴力をふるう。そんなＡさんと周りの子どもたちの関わ
り方を見つめました。

7

佐伯（義務制）
森　文香
渡町台小学校

「先生、今ならお話できそう」～『思い込み』から『寄り添い』へ～
言葉で伝えることが苦手な支援学級の２年生A。Aの行動の背景にある思いを教師や子どもたちが考え
続ける中で、Aへの見方がこわい存在から『大切な仲間』へと変容し、A自身の生きづらさも改善に向
かい始めた実践。

稙田東中学校
竹田（義務制）
後藤　絵里
竹田小学校

『竹田小学校にも人権宣言が欲しい！』～一人ひとりが自分らしく輝ける学校創り～
みんなが主役、全校で輝きたいと児童会活動にとりくんでいた子どもたち。他校に「人権宣言」があ
ることを知り、自分たちの学校でもみんなで大切にしたい約束を、想いを重ね合いながらつなぎ合わ
せ創り上げていった報告。

8

豊後大野（義務制）
山田　真
朝地小学校

一人ひとりが大切にされる学級をめざして 
入学時より単学級であるため、学級集団における人間関係の固定化、思いはあるのに表現できない子
どもたちがいる。学級一人ひとりが互いのよさを認め合い、自他を尊重できる集団をめざして取り組
んだ日々の実践報告。

大分上野丘高校
別府地区（高校）
古田　裕也
別府翔青高校

担任１年目のまとめ  ～対話、支援、そして２年目～
新米担任が直面した生徒支援の現実とクラスの課題。これらの「困り」を構造的に捉え直し、担任と
生徒が一体となって課題解決に取り組み、互いを尊重しあえる温かいクラスを構築していく過程を報告。

分科会
区分

分散会
番号 報　告　者 報　　告　　内　　容 会場施設

４ 

進
路
・
学
力
保
障

9

くにさき（義務制）
滝口　敦子
富来小学校

小さなサインに気づきその子の困りに寄り添いたい 
こだわりが強く周囲から浮いていたまことさんの困り感に寄り添い、心情をクラスに共有しました。
その結果、周囲の応援や誘い合いが生まれ、関係性が改善し、学習や生活へ意欲的に取り組む姿へと
変容しました。

大分工業高校
大分地区（高校）
大石　惠子

大分工業高校定時制

少人数教育の強みを生かした生徒支援の取り組み
定時制高校に求められるニーズは従来と比べて変化しており、生徒の実態も大きく変容している。こ
のような状況を踏まえ、生徒の実態に即した支援の在り方を模索した取り組みについて報告する。

10

杵築（義務制）
荒金　良作
山香中学校

学習支援を必要としている生徒への寄り添い方 
Aさんは自分の気持ちを表現することが苦手で口数も少ない。学習に向かう姿勢も消極的で、１年次
はいつも課題に追われ、やらされる学習が続いていた。この状況を変えたいと考え、Aさんの気持ち
をゆっくりと聞き、どんな困り感をもっており、どう寄り添えばいいのかを学年で相談し実践した。

東陽中学校
別府（義務制）
小谷　洋介
南小学校

Ａさんの困りを通して私が学んだこと  ～自分ですることの大切さに気づいたAさんの姿から～
二分脊椎のAさんは、宿泊学習や日々の活動を通して「自分でできること」を増やし、少しずつ自信
と主体性を育てていく。Aさんの成長のためにめざす姿は何か、教員としてどうかかわるべきか、悩
みながら取り組んだ実践。

11

宇高地区（高校）
田野﨑　俊太
宇佐高校

初めて担任をして 
「できないのは本人の甘え」という偏見を持っていたが、無気力な生徒との関わりを通して背景や自己
肯定感の低さを理解した。寄り添い支援する伴走型指導へ転換し、生徒理解と心理的安全性を重視す
る学級経営を目指すようになった。

大分雄城台高校
豊肥地区（高校）
渡邉　晴也
稲葉学園高校

多様な背景を持つ生徒への学習支援 ～単位制クラスにおける学習保障の実践～
昨年度、多様な背景から転校・転籍してきた生徒が集まる単位制クラスの担任を務めました。本レポー
トでは、生徒一人ひとりの事情に寄り添い、安心できる居場所と学びを届ける「本校ならでは」の支
援や学力保障の取り組みについて報告します。

12

中津地区（高校）
山香　康
中津北高校

「進路希望はない。私の目標は高校を卒業すること」
～ Aとの出会いを通して、「進路保障」を考える～
Aは卒業年次の私のクラスの生徒だ。このレポートはAが自身の卒業・進路決定に伴い保護者や自分
と向き合った記録であり、現在のAの思いを基に私自身の取り組みを振り返る報告である。 大分豊府高校

県南地区（高校）
甲斐　崇浩
佐伯豊南高校

周囲の理解とサポートの力  ～Aさんとの関りを通して～
中学時代は通級教室で過ごしていた自閉症スペクトラム障害の生徒が、祖母の願いを受け全日制高校
へ進学。心身の大きな負担に直面しながらも、学校側の配慮やサポートに支えられ、高校を卒業した
軌跡。

５ 

学
習
・
啓
発
・
ま
ち
づ
く
り

13

国速杵地区（高校）
高橋　直孝
杵築高校

性の多様性についての取り組み  ー制服検討委員会とＬＧＢＴＱ－
人口の５～７％程度がＬＧＢＴＱなどの性的マイノリティであると言われていますが、社会や学校で
の対応は遅れています。性的マイノリティの生徒たちの悩みの解決に向けての取り組みの一部を紹介
します。 はさま未来館

大研修室由布（義務制）
永松　千春・杉本　恭子
挾間中学校

「自分を生きる」を支える学びの５年間の軌跡  ～段階的・教科横断的「HASAMAモデル」の形成～
標準服導入の背景にここまでの教育実践があった。ある生徒との出会いから性の多様性を構造の問題
として捉え、研修・授業・対話を積み重ねた学校文化変容のプロセスと実践の過程で生まれた
HASAMAモデルを共に考える。

14

佐伯（社会教育）
清水　昌和

佐伯市じんけん「協働」
ネットワーク会議

「自分を語る会」の取り組み  ～HF佐伯大会からつながる「人権のまちづくり」への参画～
昨年度行ったHF佐伯大会の成果と課題を整理し、佐伯市じんけん「協働」ネットワーク会議の方向性
を考え、取り組んでいる実践。その中で、「自分を語る会」の継承を受け継いできた実践。

城東中学校大分（社会教育）
羽田野　真代
大分市教育委員会
社会教育課

大分市教育委員会　社会教育課の人権フェスティバルの取組について 
大分市では、あらゆる差別の解消を図る意欲と実践力をもった市民の育成を目的に、年間を通じてお
おいた人権フェスティバルを開催している。中心市街地等での啓発活動や人権講演会、人権作品コンクー
ル等の取組について報告する。

★会場利用について
　・常時換気等を心がけていますので、温度の変化に対応できる服装でご来場ください。
　・ 各施設には、主催者よりスリッパ等の貸出を取りやめていただいています。13分散会以外は、上履きをご持参ください。
　・ 分散会会場の近くにお店が少ない場合もありますので、事前に昼食の準備をお願いします。会場での弁当の販売も行いません。

★分散会会場について
　・ 分散会会場間の移動は認めていません。事前に申し込まれた分科会での学びの場づくりにご協力ください。
　・靴や傘等は、ビニール袋を準備しますので、各自で保持してご参加ください。
　・ 子どもたちの学びの場や市民の集いの場を会場としてお借りしていますので、ゴミは各自でお持ち帰りください。
　・片付けにもご協力いただけますと幸いです。

【お問い合わせ先】
公益社団法人 大分県人権・部落差別解消教育研究協議会

《住所》〒870-0951　大分市下郡496-38　大分県教育会館２階　　《電話》097-556-1012

HF2026　分科会分散会一覧表HF2026　分科会分散会一覧表



第48回大分県人権･部落差別解消教育研究大会ならびに第48回大分県人権･部落差別解消教育研究大会ならびに
第11回大分県人権･部落差別解消保育研究集会第11回大分県人権･部落差別解消保育研究集会

記 念 講 演
【演目】　へ　こ　た　れ　へ　ん　～ 人はきっとつながれる ～
【講師】　松村　智広 さん（みえ人権教育・啓発研究会　代表）
　1957年三重県伊賀市に生まれる。1981年三重県伊賀市立中学校教員となる。その後、三重県人権センター
調査研究員、（公財）反差別・人権研究所みえ（ヒューリアみえ）主任研究員、三重県教育委員会人権教育課長、
伊賀市立大山田中学校長を務め、2018年に定年退職。2021年までライトピアおおやまだ(伊賀市隣保館)館長。
現在、みえ人権教育・啓発研究会代表。
　この間、大阪教育大学大学院へ同和教育で内地留学（森　実先生に師事）し、大阪教育大学講義内講師、三重
県同和問題啓発講師団講師、三重県生涯学習講師団講師、四国学院大学非常勤講師、部落解放・人権大学講師、
三重県人権大学講師、三重県人権教育教材作成委員、いじめ問題相談員などを歴任した。
　著書に、「『同和』教育する人、この本とーまれ！」、「明日かがやく」（共著）、「あした元気になあれ」「続・あ
した元気になあれ」「だまってられへん」「へこたれへん」がある。そのほか、雑誌「部落解放」や「ヒューマン
ライツ」（解放出版社）、「解放教育」（明治図書）等に論文を多数投稿してきた。
　また、三重県制作・同和問題啓発映画「谷間に吹く風」、「同和問題の解決のために」、日本テレビ系列「ドキュ
メント99『架からぬ橋』～部落差別は今～」、メディア総合研究所制作ビデオ「あした元気になあれ」、「主語で
語る人権教育」などに出演し、全国人権・同和教育研究大会では、全体会地元特別報告や特別分科会講演を務め
てきた。

そ　の　他
（1）「駐車場」について
　○ １日め全体会参加者につきましては、駐車場の駐車券をお渡ししません。周辺の駐車場もしくは公共交通機関
のご利用をお願いします。

　○ ２日めの分散会につきましては、会場ごと駐車場を準備しているため、駐車券は発券しません。
　○ 参加会場ごとの駐車場については、各地区研究会の代表者にお伝えします。

（2）「受付」について（事前申込）
　○ 大会１日めは、Ａ票　全体会／大会資料引換券を提出してください。
　○ 大会２日めは、Ｂ票を提出してください。
　○ 両日とも、事前に参加券に必要事項を記入して、提出をお願いします。
　○ 当日参加の方は、当日参加専用の受付で手続きください。
　○ 車椅子利用の方の席を準備しております。受付でお声をかけてください。

◆主催　　公益社団法人大分県人権・部落差別解消教育研究協議会
　　　　　大分県人権・部落差別解消保育連絡協議会
◆共催　　大分市　大分市教育委員会　HF2026実行委員会
◆後援　　 朝日新聞大分総局 / 一般財団法人大分県教育会館 / 一般財団法人大分県私学協会 / 一般社団法人大分

県身体障害者福祉協会 / NHK大分放送局 / 大分県 / 大分県教育委員会 / 大分県教職員組合 / 大分県
高等学校教職員組合 / 大分県高等学校PTA連合会 / 大分県公立高等学校教職員組合 / 大分県国公立幼
稚園・こども園会 / 大分県市長会 / 大分県市町村教育長協議会 / 大分県児童養護施設協議会 / 大分県
小学校長会 / 大分県商工会議所連合会 / 大分県商工会連合会 / 大分県中学校長会 / 大分県町村会 / 大
分県農業協同組合中央会 / 大分県PTA連合会 / 大分県保育連合会 / 大分県立学校長協会 /大分県隣保
館連絡協議会 / 大分合同新聞社 / OAB大分朝日放送 / OBS大分放送 / 学校法人平松学園大分短期大
学 / 学校法人溝部学園別府溝部学園短期大学 / 株式会社エフエム大分 / 公立大学法人大分県立芸術文
化短期大学 / 国立大学法人大分大学 / 社会福祉法人大分県社会福祉協議会 / 社会福祉法人大分県聴覚
障害者協会 / 社会福祉法人大分県盲人協会 / TOSテレビ大分 / 同和問題に取り組む大分宗教者教団連
絡協議会 / 大分工業高等専門学校 / 西日本新聞社 / 日本文理大学 / 東九州短期大学 / 部落解放共闘大
分県民会議 / 部落解放同盟大分県連合会 /別府大学・別府大学短期大学部 / 毎日新聞社 / 読売新聞西
部本社 / 立命館アジア太平洋大学

 ※五十音順に紹介（全48団体後援予定）

ヒューライツフォーラム2026ヒューライツフォーラム2026
開催のご案内開催のご案内 （最終案内）（最終案内）

大会テーマ  差別の現実から深く学び、生活を高め、
 　　　　　　　　　未来を保障する教育を確立しよう
地元テーマ  誰もが幸せになれる未来を創る　これまでも　そして　これからも
 　～あなたもわたしも　大切にされるまち　おおいた～

と　　　き  2026年10月23日（金）・24日（土）

と　こ　ろ  （全体会）J:COM ホルトホール大分
 　　　　　　　大分市金池南一丁目５番１号
 （分散会）大分市内中学校・高校、はさま未来館大研修室の14会場

資　料　代  3 , 5 0 0 円

大 会 日 程

開会行事（予定）
　１ 開会のことば　 ２ 主催者あいさつ（県人教）　 ３ 共催者あいさつ（大分市）
　４ 実行委員長あいさつ　 ５ 来ひん代表あいさつ　 ６ 来ひん紹介　 ７ 理事・監事紹介　 ８ 閉会のことば

ヒューライツミュージアム 　地元の取り組みを展示

ヒューライツステージ 　大分県立大分西高校　演劇部
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実践報告
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分 散 会
実践報告 片付け

　公益社団法人大分県人権・部落差別解消教育研究協議会は、2004年以降県内に広く人権文化を根づかせていくた
め、各地持ちまわり、輪番制で、ヒューライツフォーラムとして発信していくこととしました。本年度は大分市・由布
市での開催となります。ヒューライツフォーラムでは県内各地の学校や地域での人権確立をめざした実践について学び、
一人ひとりが自らの実践を振り返る機会をもつことで、人権意識の向上や人権のまちづくりを進めています。
　また、2016年に「フォーラム人権のまちづくり」が、2018年に「大分県人権・部落差別解消保育研究集会」がそ
れぞれヒューライツフォーラムに合併し、複数の大会・集会を統合して開催することになりました。このことにより、
部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消に向けてより多くのなかまと共有していけるように、乳幼児期から学校教育・
社会教育に至るまでの進路・学力保障の取り組みを通して、実践から学び合える場づくりを保障しています。


